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 ５．教育分野の取り組み

・子どもたちが安心して学校に通い、楽しく学べるまちの実現

・教育費のさらなる改定を実現

 ６．その他の取り組み

・自然と人とが調和した、水と緑と土が身近にある会的なまちの実現

・議会の機能化　議員発の政策提言

・白川ダムの浚渫工事の実現　国への働きかけ

・幅広い情報収集・積極的な研修参加

・各種行事・研修への積極的な参加

・活発な討議討論ができる議会の実現

・議会改革・情報開示の実現

 ３．経済分野の取り組み

 ２．財政分野の取り組み

 ４．福祉分野の取り組み

・お年寄りや障がいのある人が安心して暮らせるまちの実現

・健康なまちづくり（全町的な取り組み）で医療費の節減

・農の未来事業の実現　いいでブランド化の実現

・６次産業化の推進と雇用の拡大の実現

・地球温暖化対策の提言（森林整備等）

・予防医療の推進

・情報公開とタブレット端末によるデータの見える化の推進が必要

・HPによる公開、住民のインターネット接続環境のPRと配布物の電子化・行政情報の公開・共有の積極的推進

・財政健全化への取り組み

　（予算・決算審査・行政評価充実・基金の有効活用）

・納得度が高いまちづくり　町民と行政との情報共有の向上

・予算・決算審査・行政評価充実・基金の有効活用

この「議員活動の目標（公約）」は、1年間の議員活動の指標とし、「議員の自己評価」の基礎資料に活用する。

目標期間：平成２７年　８月～平成２９年　７月
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 １．行政分野の取り組み
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・持続可能なまちづくり　人口減少社会を見越したまちづくり

評価の分類：○＝「ほぼ満足」　△＝「努力が必要」　▲＝「さらに努力が必要」

評価
評価の結果となった具体的な理由

・コンパクトシティと３市５町の統合推進が必要

・米沢牛のGI化は成功。いいでブランド化は今後の推進課題

・今後の重要な課題

・酸性雨PH3.8による松枯れ対策、その後の植林が課題

・ノーマライゼーションの実現と条例の制定化

・体に良いもの、オメガ3えごま油・亜麻仁油不飽和脂肪酸の摂取推進　・減塩対策、醤油をダシと酢で割り薄くして利用

・長寿の日本一のいいで町作り　健康は食から

・小学校２校化の推進

・今後の重要な課題　高収入高学歴・低収入低学歴の是正

・長寿の日本一のいいで町作り　・各種運動・筋力トレーニング　温泉利用で免疫力UPし、癌予防

・各自が勉強し時代を見据えた政策提言の実現

・空き家対策と特に倒壊住宅の条例改正による解体の実現

・定期的なダム上流での浚渫作業実施　将来的にはダム本体の片側づつ浚渫の実現

・積極的な研修参加により、更なる向上に努める

・地域の各種行事・研修会の積極的な参加をしています

・アイデアキラーにならない討論の実現

・地元での町政報告会の開催・SNS等での発言　議会でのタブレット導入推進
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